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令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 ６２ 学 校 名 静岡県立遠江総合高等学校 校長 森 健司 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

基本的生活

習慣の確立

と規範意識

の向上を軸

に、心身とも

に健康・健全

で自他の生

命（いのち）

を尊ぶ心を

育てる教育

を推進する。 

・校長身だしなみ指導０(ゼ

ロ)の継続 

・欠席、遅刻、早退者数の減少 

(昨年 １日平均：欠席 8.5 人、

遅刻 4.7 人、早退 1.2 人) 

・生徒指導件数 10件以内 

(昨年 ３件、延べ 12 人) 

(一昨年 16 件、延べ 30 人) 

・さわやかな挨拶が日常的に交

わされる学校 

・生徒手帳の効果的利用の促

進 

・自己有用感の向上(キャリア

アンケート昨年比増) 

（昨年１年 75.3％、２年 60.6％ 

 ３年 65.6） 

・生徒間のいじめ、０(ゼロ)

をめざす。 

・生徒相談件数 昨年比減 

(昨年 延べ 256 件) 

・朝食摂取率 95％以上 

（昨年 95.2％) 

・集会、式典において校歌を

声高らかに歌える。(目指す生

徒像) 

・校長身だしなみ指導０

を目指し、例年の指導を

継続できた 

・出席状況は、欠席・遅

刻・早退ともに昨年度と

ほぼ変わらなかった。１

日平均 17.3人、遅刻 5.9

人、早退 2.7人 

・生徒指導件数は１月現

在 13 件 29 人となってい

る。件数の多寡にこだわ

らず、生徒の学ぶ環境の

向上に今後も努めていき

たい。 

・生徒手帳の利用につい

ては集会など積極的な活

用場所を設定していただ

くことで生徒にとって良

い経験となっている。 

・いじめについてはアン

ケートなどによる早期発

見・解消に向け取り組ん

だ。 

・生徒相談件数は、2 学

期末までで延べ 112 件と

なり、１クラス減の影響

もあると思われるが昨年

同時期との比較で 34%減

となった。 

・今年度の朝食摂取率は

92.5％であった。 

1年次 89.3% 

2年次 94.4% 

3年次 94.1% 

月別では 7 月が最低の

89.8%、5月が最もよく 

94.6%であった。 

・校歌を歌う機会を増や

すとともに部活動、音楽

授業で歌唱機会を設けて

いる。 

Ｂ 

・不登校による長

期欠席が減ってい

ない。遅刻と早退

については例年並

みであるが、特定

の生徒が多く遅刻

する傾向がある。

引き続き、改善に

向けて遅刻指導や

面談をしていく必

要がある。 

・生徒手帳は、進

路指導で３年次生

の利用率が高い 

常に自己管理をす

るという観点から

手帳利用率を向上

させたい 

・いじめは積極的

な認知が必要であ

ることを全職員に

周知する必要があ

る。 

(昨年 18 件、延べ

29人) 

(一昨年 5件、延べ

15人) 

・相談室職員を中

心に、必要に応じ

てスクールカウン

セラーやスクール

ソーシャルワーカ

ー、行政機関など

と連携しながら相

談業務を行った。

不登校傾向にある

生徒に対して十分

に関われないまま

進路変更に至るケ

ースがあった。 

・現在紙媒体で行
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っている朝食調査

を C-learning を

活用することで、

欠食傾向のある生

徒に対し、朝食の

重要性を伝えてい

きたい。 

イ 

系列・年次・

教科を超え

た協力体制

のもと、遠高

１６の力の

育成をめざ

したキャリ

ア教育の定

着と改善を

図り、多様な

進路実現を

めざす。 

・生徒アンケート(研修課主

管)で「キャリア教育を推進し

ている」が昨年比増 (昨年

86.4％) 

・キャリア教育に関する評価

アンケートで、『聴く力』」と

『計画的に取り組む力』に関

して「できない」と回答する

生徒０％、『自ら行動する力』

と『学びに向かう力』に関し

て「できる」又は「ややでき

る」と回答する生徒 75％以上 

・２年次への円滑な移行とキ

ャリア学習の接続をサポート

する。 

・進路決定率 100％（３年次） 

・希望進路決定率 ２年次

80％１年次 60％以上 

・生徒アンケートで「キ

ャリア教育を推進してい

る」が前年より増加した。

（昨年は 88.1％） 

・『聴く力』について「で

きない」の回答率は３年

０％、１、２年は 0.3％、

『計画的に取り組む力』

については３年 1.5％、

１、２年は 5.1～5.2％だ

った。『自ら行動する力』

の肯定的な回答は１、３

年で 75％を超えたもの

の、２年では 70.2％、『学

びに向かう力』について

も１、３年は 75％を超え

る一方、２年は 74.5％で

あった。 

・キャリア学習の一環で

ある「産業社会と人間」

や科目選択指導を通し

て、系列ごとに特色や目

指す人物像などを学ぶこ

とができた。 

・３年次生の進路決定率

は概ね達成の見込みであ

る。（就職内定者について

は年内 100%達成） 

・希望進路決定率につい

ても、進路学習を行いな

がら進めている。 

・２年次でのインターン

シップの実施は真剣に進

路を考えるよい機会とな

り、概ね達成できた。 

Ａ 

・家庭と地域の協

力を得ながらキャ

リア教育を続け

る。 

・どの回答に関し

ても、３年次生は

目標を達成してい

る。昨年度も同様

であり、１、２年

時の基礎があって

こそだと思うが、

直面する進路意識

により、自然と整

うのではないか。

１、２年次生は進

路だけではなく、

何かもっと身近な

ものも意識させれ

ば、数値目標達成

に近づくのではな

いか。 

・将来に向けた適

材適所を見出せる

よう継続的にサポ

ートする。 

・今年の３年次生

は、コロナ初年度 

に入学した生徒た

ちである。進路に

関する様々な行事

が中止となり不安

視されたが、結果

的に健闘した結果

となった。 

・進路課と学年が

協力し情報を共有

することで、進路

実現を果たすこと

ができた。 

・国公立大学や看

護系では厳しい結

果となった。早い
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段階から進路意識

を向上させ、受験

勉強に取り組ませ

る必要がある。 

・１、２年次生に

ついても中期的・

長期的にものごと

を考えさせ、３年

次生に向けての進

路学習を進めてい

く。 

ウ 

学習習慣の

定着を柱に

した基礎学

力の向上な

らびに、全て

の教科科目

でわかりや

すく、主体的

な学びをめ

ざす授業改

善と評価の

改善に取り

組む。 

 

・家庭学習時間１日平均 60

分、定期テスト１週間前から

90分をめざす。 

・落ち着いた朝読書の定着と

新聞活用指導の継続 

・図書室の利用者数増 

・定期訪問時の研究授業や研

究協議の参加率 100％ 

・全教員がアクティブラーニ

ングを意識した授業を管理職

の授業観察時に実践（実施率

100％） 

・授業公開週間時の授業参観

率 80％以上 

・測定ツールで把握した学力

に基づき、授業改善に取り組

んだ教員 80％以上 

・年２回の授業アンケートの

実施と活用（継続） 

・全科目で評価方法の点検を

行い、シラバスに反映させる。

（実施率 100％） 

・多くの生徒が頑張って

取り組んでいた。 

学ぶ姿勢ができていな

い、学習の仕方がわから

ないという生徒もいるの

が現状である。 

・朝読書、ＮＩＥ共に落

ち着いて積極的に取り組

むことができた。 

・図書室は放課後の利用

者が減少した。 

・研究授業は授業のあい

ている教員はほとんど参

観し、研究協議は該当教

科の教員が参加した。 

・アクティブラーニング

を意識しつつ、ICT の活

用を取り入れた公開授業

を行った。教科で代表 1

人を決めて行ったので公

開率は 18.6％（昨年

45.2％）になった。また、

参観率は 10.2％（昨年

12.9％）だった。 

・観点別評価に対応した

シラバスを作成し、デジ

タルデータ化することが

できた。 

Ｂ 

・家庭学習の習慣

が身についている

生徒とそうでない

生徒の差が大き

く、家庭学習の習

慣づけの方策が必

要である。 

・年次の職員の協

力もあり、ＮＩＥ

で様々な分野の記

事に触れることが

できた。 

・授業のあり方、

やり方を研究す

る。また、授業時

間の一部分でも参

観するよう呼びか

ける。 

・年２回の生徒に

よる授業アンケー

トを実施できた

が、そのデータの

活用について検討

する必要がある。 

 

エ 

新学習指導

要領への移

行、高大接続

改革の進行

を踏まえ、新

しい教育課

程の検討を

軸にしたカ

リキュラム

マネジメン

・教育改革、高大接続改革の

理解を深めるための校内研修

の実施と外部研修への積極的

な参加 

・教育課程の点検、検討を進

める。（社会に開かれた教育課

程を意識） 

・ポートフォリオの導入、実

践 

・校務内規の点検継続 

・ICT を活用した授業を

各教科で試みた。 

また、特別支援教育につ

いて研修した。 

・令和６年度入学生から

の学校全体で取り組む探

究活動を重視した教育課

程の見直しに向けて、検

討を行った。 

・校則の身だしなみ細目

Ｂ 

授業での ICT の活

用とアクティブラ

ーニングを特別支

援教育に役立てる

ようにする。 

・生徒にもアンケ

ート結果を周知す

ることで自分の身

だしなみを多面的

な視点で捉えられ
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トの推進を

図る。 

 

・ESD（持続可能な開発のため

の教育）の理解推進 

について見直しを図ると

ともに、外部アンケート

を実施して一般社会の通

念とすり合わせを行っ

た。 

・１年次の観点別評価に

関する内規を作成し、実

施することができた。 

・１年次「産業社会と人

間」の授業内で SDG’s

を題材にした授業を行っ

た。 

るような機会を設

定したい。 

・来年度はさらに

時間数を増やして

実施する。 

オ 

双方向の積

極的な地域

連携と外部

発信により、

社会に開か

れ、地域に愛

される学校

づくりを推

進する。 

 

・キャリア教育に限らず、生

徒自身が地域に出て行く機会

を増やす。 

・各部活動による年１回以上

のボランティア活動の実施 

・系列や専門分野での外部人

材の活用推進 

・学校案内をさらに見やすく

改善する。 

・学校だより、学校新聞の内

容を点検し、各２回発行 

・学校ブログの更新、週１回

以上 

・各部活動の活動状況、学校

行事の様子等を、大会や行事

終了後１週間以内に、ホーム

ページに掲載 

・2 年次生ＳＵＴでは森

町プロジェクトを実施。

役場の方と協力し、高齢

者の交流の場であるオレ

ンジカフェを開催するな

ど地域との連携を行っ

た。 

・系列による企業・学校

見学会で系列専門性を深

めることができた。 

・食品系列では花リレー

プロジェクトの実施によ

り生徒が地域に出る場が

増えた。また同窓会と連

携し、新たに柿の木の選

定実習が実施できた。 

・食品、ビジネスは、ふ

じのくにチャレンジフェ

スタに参加した。農業が

製造した製品の販売を担

当した。他校との交流も

図れ、よい経験になった。 

・ボランティアは全部活

動とまではいかなかった

ものの多くの部活動で実

施された。 

・外部人材の活用につい

て、系列の授業において

卒業生や地元の方による

講話や講座を実施するこ

とができた。 

自然系列では「地域の

産業と SDG’s」というテ

ーマで地元の企業の方に

来ていただいて講話をし

た。 

食品系列では、高度人

Ａ 

・コロナ禍である

ため、活動しにく

いが、チャンスが

あれば積極的に参

加していきたい。 

・課題研究等を活

用し、生徒が地域

（企業・中学校等）

へ出る活動を増や

したい。 

・継続的にボラン

ティアの参加を呼

び掛け、実施を促

す。 

・コロナ禍のため、

講師要請に躊躇す

る状況である。時

間的、物理的、金

銭的に難しい制約

もあるが今後も各

系列の学習の中

で、卒業生や企業

の方などに接する

機会があると良

い。 

・学校案内は引き

続き内容の見直し

を続けていく。 

・学校だより等は

現在は冊子を生徒

を通じて配布して

いるが、電子デー

タをＣラーニング

で配信するほうが

保護者にも伝わり

やすいか。（経費削

減にもつながる。） 
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材活用事業、ＪＡ担い手

育成事業の新規実施によ

り外部人材の活用ができ

た。また本校卒業生を講

師に迎えて和菓子作りの

授業ができた。 

機械、電子系列では弁

理士を招請し、知的財産

権について理解を深めさ

せた。 

ビジネス系列では卒業

生に来てもらい、講演し

てもらった。 

ライフ系列では外部講

師による福祉用具の授業

を実施した。 

・学校案内は画像を多用

し、本校をイメージしや

すいよう工夫した。 

・学校だよりを２回発行

した。 

（２回目は、２月予定） 

・生徒会誌「澄樹」は現

在鋭意作成中である 

・掲載記事の依頼も多く、

ホームページやＳＮＳに

活動の様子を紹介するこ

とができた。 

・生徒会誌につい

ては周年行事など

の活用に備えて更

なる内容の充実に

努める。 

・ＨＰについては

特定の活動の紹介

が多いので、様々

な活動の様子を紹

介していきたい。 

カ 

 

効率の良い

業務遂行、業

務改善なら

びに行事の

点検と精選

を進め、職員

の適正なワ

ークライフ

バランスの

推 進 と 安

全・安心な教

育環境の整

備に努める。 

 

・年３回の防災訓練のうち、

事前通知なしの訓練の導入検

討 

・学校警備及び防災計画の継

続的な点検、改善 

・時間外勤務の出勤簿への正

確な記入 

・１ヶ月あたりの時間外勤務

45時間以内、年間 360時間以

内 

・夏季休暇の完全取得 

・定時退勤日 

午後４時 40分退勤励行  

午後６時完全退勤 

平常日 午後７時退勤励行 

午後８時完全退勤 

・部活動ガイドライン履行達

成率 80％ 

・コンプライアンス研修毎月

１回 

・教職員の不祥事０、体罰０ 

・新型コロナウィルス感

染拡大防止の観点より、

年３回の防災訓練を２回

に変更した。 

（８月と 12月に実施） 

・８月の防災訓練は屋内

に避難した。 

・12月の防災訓練につい 

ては、感染防止のため避

難経路を年次ごとで分け

た。年次ごとのプログラ

ムでは、防災意識を高め

るように工夫した。 

・勤務管理システムでの

時間外勤務の入力を毎月

管理職が確認した。 

・月平均の時間外勤務が

45 時間以上の教員が 18

人であった。週休日に活

動する部活動の顧問が増

加する傾向にある。 

Ｂ 

・新型コロナウィ

ルス感染症が収ま

ってきたら、事前

通知なしの訓練導

入を検討したい。 

・年次ごとのプロ

グラムは、消防士

など外部への講師

依頼を行い、緊張

感のある防災訓練

にしたい。 

・時間外勤務を減

らすため、業務の

見直しや振り分け

を進めていく。 

・引き続き適正な

事務執行に努め

る。 

・経年による施設、

設備の劣化、不具

合には優先順位を
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・監査・検査等の指示・指摘

事項０ 

・日頃からの清掃、点検、整

備（校舎内外、農場含む）、危

険箇所等の早期発見と改善に

努め、施設に関する事故０ 

・夏季休暇はほぼ取得で

きた。 

・月曜日を定時退勤日と

し、呼びかけた。 

・すべての部活動が定期

的な休日をとりながら活

動できた。 

・教職員の不祥事、体罰

はなかった。 

・監査、検査における指

示、指摘事項は「０」だ

った。 

・施設、設備に関する事

故は「０」だった 

決め県に要求して

いく。しかし、予

算は年々厳しくな

り、要望通りに進

められないことが

課題である。 

 

 


